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（座席）

第二十一条 自動車の運転者席は、運転に必要な視野を有し、かつ、乗車人員、積載物品

等により運転操作を妨げられないものとして、運転者の視野、物品積載装置等との隔壁

の構造等に関し告示で定める基準に適合するものでなければならない。

道路運送車両の保安基準【2003.07.07】第 21 条（座席）
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（運転者席）

第 27 条 運転者席の運転者の視野、物品積載装置等との隔壁等に関し、保安基準第 21 条

の告示で定める基準は、次の各号に掲げる基準とする。

一 専ら乗用の用に供する自動車であって乗車定員 10 人以下のもの（二輪自動車、側

車付二輪自動車、三輪自動車、カタピラ及びそりを有する軽自動車並びに被牽引自動
けん

車を除く。）及び貨物の運送の用に供する自動車であって車両総重量が 3.5 ｔ以下の

もの（三輪自動車及び被牽引自動車を除く。）の運転者席は、別添 29「直接前方視界
けん

の技術基準」に掲げる基準に適合すること。

二 前号の自動車以外の自動車の運転者席は、運転に必要な視野を有するものであるこ

と。

三 トラッククレーン等のクレーンブーム（支柱、フック等を含む。）は、格納された

状態において、前方及び左右の運転視野を著しく妨げるものでないこと。

四 乗車人員、積載物品等により運転操作を妨げられないものであること。この場合に

おいて、次に掲げる運転者席であってその機能を損なうおそれのある損傷のないもの

は、「乗車人員、積載物品等により運転操作を妨げられないもの」とする。

イ 一般乗合旅客自動車運送事業用自動車の運転者席であって、保護棒又は隔壁を有

するもの

ロ 貨物自動車の運転者席であって、運転者席と物品積載装置との間に隔壁又は保護

仕切を有するもの。この場合において、最大積載量が 500kg 以下の貨物自動車であ

って、運転者席の背あてにより積載物品等から保護されると認められるものは、運

転者席の背あてを保護仕切りとみなす。

ハ かじ取りハンドルの回転角度がかじ取り車輪の回転角度の７倍未満である三輪自

動車の運転者の座席の右側方に設けられた座席であって、その前縁が運転者の座席

の前縁から 20cm 以上後方にあるもの、又は左側方に設けられた座席であって、そ

の前縁が運転者の座席の前縁より後方にあるもの

道路運送車両の保安基準の細目を定める告示【2003.09.26】〈第一節〉第 27 条（運転者席）
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（運転者席）

第 105 条 運転者席の運転者の視野、物品積載装置等との隔壁等に関し、保安基準第 21
条の告示で定める基準は、次の各号に掲げる基準とする。

一 専ら乗用の用に供する自動車であって乗車定員 10 人以下のもの（二輪自動車、側

車付二輪自動車、三輪自動車、カタピラ及びそりを有する軽自動車並びに被牽引自動
けん

車を除く。）及び貨物の運送の用に供する自動車であって車両総重量が 3.5 ｔ以下の

もの（三輪自動車及び被牽引自動車を除く。）の運転者席は、運転者が運転者席にお
けん

いて、次に掲げる鉛直面により囲まれる範囲内にある障害物（高さ１ｍ直径 30cm の

円柱をいう。以下同じ。）の少なくとも一部を鏡等を用いずに直接確認できるもので

あること。ただし、Ａピラー、窓拭き器、後写鏡又はかじ取りハンドルにより確認が

妨げられる場合にあっては、この限りでない。

イ 当該自動車の前面から２ｍの距離にある鉛直面

ロ 当該自動車の前面から 2.3 ｍの距離にある鉛直面

ハ 自動車の左側面（左ハンドル車にあっては「右側面」）から 0.9 ｍの距離にある

鉛直面

ニ 自動車の右側面（左ハンドル車にあっては「左側面」）から 0.7 ｍの距離にある

鉛直面

（参考図）

道路運送車両の保安基準の細目を定める告示【2003.09.26】〈第二節〉第 105 条（運転者席）



2/3

二 前号の自動車以外の自動車の運転者席は、運転に必要な視野を有するものであるこ

と。

三 運転者席は、乗車人員、積載物品等により運転操作を妨げられないものであること。

この場合において、次に掲げる運転者席であってその機能を損なうおそれのある損傷

のないものは、「乗車人員、積載物品等により運転操作を妨げられないもの」とする。

イ 一般乗合旅客自動車運送事業用自動車の運転者席であって、保護棒又は隔壁を有

するもの

ロ 貨物自動車の運転者席であって、運転者席と物品積載装置との間に隔壁又は保護
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道路運送車両の保安基準の細目を定める告示【2003.09.26】〈第二節〉第 105 条（運転者席）
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道路運送車両の保安基準の細目を定める告示【2003.09.26】〈第二節〉第 105 条（運転者席）

仕切を有するもの。この場合において、最大積載量が 500kg 以下の貨物自動車であ

って、運転者席の背あてにより積載物品等から保護されると認められるものは、運

転者席の背あてを保護仕切りとみなす。

ハ かじ取りハンドルの回転角度がかじ取り車輪の回転角度の７倍未満である三輪自

動車の運転者の座席の右側方に設けられた座席であって、その前縁が運転者の座席

の前縁から 20cm 以上後方にあるもの、又は左側方に設けられた座席であって、そ

の前縁が運転者の座席の前縁より後方にあるもの

２ 指定自動車等に備えられた運転者席と同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備えら

れた運転者席であってその機能を損なうおそれのある改造、損傷等のないものは、前項

各号の基準に適合するものとする。
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（運転者席）

第 183 条 運転者席の運転者の視野、物品積載装置等との隔壁等に関し、保安基準第 21
条の告示で定める基準は、次の各号に掲げる基準とする。

一 専ら乗用の用に供する自動車であって乗車定員 10 人以下のもの（二輪自動車、側

車付二輪自動車、三輪自動車、カタピラ及びそりを有する軽自動車並びに被牽引自動
けん

車を除く。）及び貨物の運送の用に供する自動車であって車両総重量が 3.5 ｔ以下の

もの（三輪自動車及び被牽引自動車を除く。）の運転者席は、運転者が運転者席にお
けん

いて、次に掲げる鉛直面により囲まれる範囲内にある障害物（高さ１ｍ直径 30cm の

円柱をいう。以下同じ。）の少なくとも一部を鏡等を用いずに直接確認できるもので

あること。ただし、Ａピラー、窓拭き器、後写鏡又はかじ取りハンドルにより確認が

妨げられる場合にあっては、この限りでない。

イ 当該自動車の前面から２ｍの距離にある鉛直面

ロ 当該自動車の前面から 2.3 ｍの距離にある鉛直面

ハ 自動車の左側面（左ハンドル車にあっては「右側面」）から 0.9 ｍの距離にある

鉛直面

ニ 自動車の右側面（左ハンドル車にあっては「左側面」）から 0.7 ｍの距離にある

鉛直面

（参考図）

道路運送車両の保安基準の細目を定める告示【2003.09.26】〈第三節〉第 183 条（運転者席）
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二 前号の自動車以外の自動車の運転者席は、運転に必要な視野を有するものであるこ

と。

三 運転者席は、乗車人員、積載物品等により運転操作を妨げられないものであること。

この場合において、次に掲げる運転者席であってその機能を損なうおそれのある損傷

のないものは、「乗車人員、積載物品等により運転操作を妨げられないもの」とする。

イ 一般乗合旅客自動車運送事業用自動車の運転者席であって、保護棒又は隔壁を有

するもの

ロ 貨物自動車の運転者席であって、運転者席と物品積載装置との間に隔壁又は保護

仕切を有するもの。この場合において、最大積載量が 500kg 以下の貨物自動車であ

って、運転者席の背あてにより積載物品等から保護されると認められるものは、運
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道路運送車両の保安基準の細目を定める告示【2003.09.26】〈第三節〉第 183 条（運転者席）
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道路運送車両の保安基準の細目を定める告示【2003.09.26】〈第三節〉第 183 条（運転者席）

転者席の背あてを保護仕切りとみなす。

ハ かじ取りハンドルの回転角度がかじ取り車輪の回転角度の７倍未満である三輪自

動車の運転者の座席の右側方に設けられた座席であって、その前縁が運転者の座席

の前縁から 20cm 以上後方にあるもの、又は左側方に設けられた座席であって、そ

の前縁が運転者の座席の前縁より後方にあるもの

２ 指定自動車等に備えられた運転者席と同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備えら

れた運転者席であってその機能を損なうおそれのある改造、損傷等のないものは、前項

各号の基準に適合するものとする。


